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静岡市清水区在住
あかほり みよじ

赤 堀 三代治

v2

情報機器とりあつかい講座 企画書

静岡県教育委員会主催
ふじのくに「ケータイ・スマホルール」
アドバイザー 養成講座 課題資料

～ 情報機器（ケータイ電話・スマートフォーン・パソコン等）
との上手なづきあい方を学びます ～
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情報機器とりあつかい講座 企画書

講座名 平成27年度〇〇地区子供会保護者研修会

講座テーマ 情報機器（ケータイ電話・スマートフォーン・パソコン等）との

上手なつきあい方を学ぶ

開催目的

参加対象 〇〇地区子供会保護者（会員30名）　＊参加見込み数24名

開催場所 〇〇地区自治会館

参加費 300円（資料代、飲み物等）

ケータイ電話・スマートフォーン・パソコン等の情報機器の普及
にともない<、私達の生活は大変便利になりましたが、反面、
利用するごどもたちがトラブルに巻き込まれるケースが年々
増加しています。
そこで、トラブル回避のために、これら情報機器との上手な
つきあい方を学ぶ講座を開催することとしました。

Ｐ１

講座担当講師：赤堀三代治
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開催日程

日 時　間

講座1 3月11日（金） 19時～20時

講座2 3月18日（金） 19時～20時

講座3 3月25日（金） 19時～20時

3回の継続講座です。原則、3回継続で参加して下さい

情報機器とりあつかい講座 企画書情報機器とりあつかい講座 企画書
Ｐ2
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情報機器とりあつかい講座 企画書情報機器とりあつかい講座 企画書
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講座3
３月25日

講座2
３月１8日

・トラブル回避にむけての家庭内
ルールづくりに関しての具体的
イメージングを支援する
・講座に参加しての参加者の感想
シェアを重視する

講座1
３月１１日

・情報機器とのつきあい方
に関して
トラブル対処方法を学ぶ
・わが事ととして自らの
頭で考える「場」とする

・なぜ対応がもとめられるのか
・めぐる状況の確認
　情報化社会の光と
　「影」への　気づき

開催内容のイメージ
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情報機器とりあつかい講座 企画書
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講座内容 備　考　（メモ）

講座1

1時間
・開催目的の確認
・３回の講座内容の確認
　講座内容の全体像の提示
・情報機器使用のリスクに関する「気づき」の促進
・情報機器使用に関する不安、知りたい事の把握

（使用資料等　：
・政府インチーネットテレビ

インターネットの危険から子供を守るのは保護者のあなた！

http://nettv .gov-onl i ne.go.jp/prg/prg12149.html?t=131

講座2

1時間
・第１回講座グループ討議内容の分析に基づき進め方を事前整理
・わが事として、参加者が自らの頭で考える「場」を大切にする
（使用資料等　：

・独立行政法人処理推進機構
「映像で知る情報セキュリティー」

https ://www.i pa .go.jp/securi ty/keihatsu/v ideos/

・政府インチーネットテレビ

スマートフォンを安心して使うために！～守ろう　情報セキュリティ3か条
http://nettv .gov-onl i ne.go.jp/prg/prg6690.html?t=131&a=1

講座3

1時間 ・トラブル回避にむけての家庭内ルールづくりに関しての、
具体的にイメージングを支援する
・講座に参加しての参加者の感想シェアを重視する

（使用資料等　：

・国資料-「お子様が安全に安心してインターネットを利用するために保護者ができること」）

・県資料-静岡県のケータイ・スマホルール

内　容

・講座開催の目的　<5分>
　内容、進め方の確認
・情報機器をめぐる動向に関する講義　<15分>
　トラブル事例も紹介
・グループ討議①　<25分>　4グループ
　自己紹介
　今困っていること
　知りたいこと　シェア
・グルーブ討議内容整理　発表　<10分>
・まとめ　<5分>

・前回講座の振り返り　<５分>
・情報機器とのつきあい方に関する講義①　<15分>
　トラブル回避の対応法他　　動画視聴含む
・グループ討議②　<25分>　4グループ
　講義、動画を視聴しての感想　シェア
 　何を感じたか
　　トラブルに巻き込まれないためには何が
　　必要と感じたか
・グルーブ討議内容整理　発表　<10分>
・まとめ　<5分>

・前回講座の振り返り　<５分>
・情報機器とのつきあい方に関する講義②　<15分>
　国作成資料　県作成資料を使用しての説明
・グループ討議③　<25分>　5グループ
「親子で話そう！！ケイタイ・スマホルール」を使用して
グループ内で話し合い。
具体的ルールづくりについて　シエアー
・まとめ　<15分>
　講師　参加者講座参加感想のシェア
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情報機器とりあつかい講座 企画書
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講座1

1時間

・講座開催の目的　<5分>
　内容、進め方の確認
・情報機器をめぐる動向に関する講義　<15分>
　トラブル事例も紹介
・グループ討議①　<25分>　4グループ
　自己紹介
　今困っていること
　知りたいこと　シェア
・グルーブ討議内容整理　発表　<10分>
・まとめ　<5分>
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情報機器とりあつかい講座 企画書
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講座2

1時間

・前回講座の振り返り　<５分>
・情報機器とのつきあい方に関する講義①　<15分>
　トラブル回避の対応法他　　動画視聴含む
・グループ討議②　<25分>　4グループ
　講義、動画を視聴しての感想　シェア
 　何を感じたか
　　トラブルに巻き込まれないためには何が
　　必要と感じたか
・グルーブ討議内容整理　発表　<10分>
・まとめ　<5分>
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情報機器とりあつかい講座 企画書
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講座3

1時間

・前回講座の振り返り　<５分>
・情報機器とのつきあい方に関する講義②　<15分>
　国作成資料　県作成資料を使用しての説明
・グループ討議③　<25分>　5グループ
「親子で話そう！！ケイタイ・スマホルール」を使用して
グループ内で話し合い。
具体的ルールづくりについて　シエアー
・まとめ　<15分>
　講師　参加者講座参加感想のシェア
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情報機器とりあつかい講座 企画書
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◇スクリーン
◇ポインター

◇延長コード

◇ホワイトボード

◇飲み物、菓子類、花

◇資料
レジュメ
国作成資料
県作成資料
講義時使用のDVD　WEB上の動画等
グループ討議用　

名札入れ（参加人数分）
模造紙（グループ分）・付箋紙（参加人数分）
マーカー（グループ分）

◇プロジェクター

準備するもの
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ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。


